
(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年1月

　　　第３３回　詩のサロン

　　　　　　　　　　　　 日　時　　１月８日（木）　　１８：００～２０：００（会費５０
０円）

　　　　　　　　　　　　 会　場　　日本詩人クラブ事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チャップリンのの世界ーDVD（初期の傑作無声作
品）鑑賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「街の灯」「独裁者」他

　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　

　　　　　　１月の詩のサロンは、昨年に引き続き、チャールズ・チャップリン作品の映画鑑
賞会となりました。
　　　　　 今回は、「街の灯」「独裁者」の二作品を観賞。時間の都合で、ところどころ早回
しをしての鑑賞と
　　　　　 なりましたが、映画の根底にあるチャップリンのメッセージは十分に参加者の方々
に伝わったので
　　　　　 はないかと思います。
　　　　　 　とくに、「独裁者」のラストの演説シーンは、圧巻でした。もう70年以上前の作
品になります。でも、
　　　　　 今観ても、いや、今だからこそ、普遍的な説得力があります。チャップリンという
人間の反骨精神を
　　　　　 堪能した、そんな気がしています。

　　　　　　　（長谷川忍・記）

　　　新年会 

　　　　　　　　 　日　時　　１月１０日（土）　　１５：００より　　会費　4,000円（当
日、受付にて）



　　　　　　　　　 会　場　　東京大学駒場キャンパス　交流ラウンジ（学生食堂３F）

　　　　　　　　　　　　　　　　〒１５３－８９０２　東京都目黒区駒場３－８－１　TEL
　０３－５７９０－５９３１

　　　　　　　　　　　　　　　　京王井の頭線「駒場東大前」駅下車

　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細野豊会長（開会挨拶）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水茂前会長（挨拶）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比留間一成氏（乾杯）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山義和氏（アルプスホルン演奏）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川中子義勝理事長（閉会挨拶）

　　　　　三連休初日の１月10日は、朝から好天に恵まれました。

　　　　　東大駒場キャンパス、交流ラウンジにて、新年会が和やかに開催されました。60名
ほどの方々が
　　　　集う賑やかな宴でした。この日は、ベテランヨーデリストの小山義和氏、そしてスイ
ス在住のアコーデ
　　　　ィオン奏者のマダム竹下氏をお迎えし、それぞれに演奏をご披露いただきました。と
くに、小山氏に
　　　　よるアルプスホルンの演奏は圧巻でしたね。音楽が入ると、やはり場が潤います。

　　　　　参加会員の方々のスピーチや歌も印象に残りました。また、狩野敏也氏からは、越
乃寒梅の一升
　　　　瓶を差し入れていただきました。狩野さん、ありがとうございます。

　　　　　　（長谷川忍・記）

　　　　　　新年会風景



　　 　　　

　　　



　　 　　　

　　　



　　 　　　

　　　



　　 　　　

　　　



　　 　　　

　　　



　　 　　　

　　　



　　 　　　

　　　



(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年2月

　　　　第３４回　詩のサロン

　　　　　　　　　　　　　　　　 日　時　　２月１２日（木）　　１８：００～２０：００
（会費５００円）

　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　日本詩人クラブ事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　 内　容　　「中原道夫の世界」（最新詩集およびエッセイ
の鑑賞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲスト ： 中原道夫氏

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中原道夫氏



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　中原道夫氏による講演は、「アイロニー」と「喩」というものを詩作の根底に据えた
興味深いお話
　　　でした。氏は、詩作は絶対に自分の体験から出なければだめだと説きます。そして、詩
作にとって、
　　　リズムがいかに大切かということを。今回の講演では、自作詩の他に、草野心平、相馬
大、北川



　　　冬彦、菊池貞三、山本みち子、といった詩人各氏の作品にも触れ、詩というものの醸す
味わいに
　　　ついて、ユーモアを込め語ってくださいました。
　　　　とくに、奥様を亡くされて間もなく書かれたという「雪の朝」「保険金」の二作品
は、読者のひとりと
　　　して、気持ちに沁み入るものがありました。参加者は、24名。盛会でした。

　　　　　　（長谷川忍・記）

　　　 ２月例会

　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　２月１４日（土）　　１４：００～１７：００
　　会員・会友無料　　一般500円

　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　東大駒場キャンパス２１ＫＯＭＣＥＥ・レクチ
ャーホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京王井の頭線「駒場東大前」下車。東大正
門直進徒歩４分。建物エレヴェーター１ＦよりＢ１へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例会終了後、隣接のＭＭホールで交流会
（懇親会）があります。会費3,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　 朗読＆スピーチ　　岩重美江氏（川崎市）　薄井清美氏
（西東京市）　西野りーあ氏（板橋区）

　　　　　　　　　　　　　　　　 講　演　　『母、そして詩人 高田敏子』　講師・久冨純江
氏



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　長尾雅樹氏（左）　安川登紀子氏(右）　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩重美江氏（詩の朗読＆スピーチ）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薄井清美氏（詩の朗読＆スピーチ）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西野りーあ氏（詩の朗読＆スピーチ）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久冨純江氏（講演）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田敏子氏写真（久冨純江氏所有）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内美智代氏（講演進行役）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本みち子氏（高田敏子作品朗読）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳生じゅん子氏（高田敏子作品朗読）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「野火」同人の皆さんと



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇親会風景

　　　　　 ２月例会のメイン講演は、詩人で、故、高田敏子氏の長女でもいらっしゃる久冨純
江氏による
　　　　『母、そして詩人高田敏子』。娘の立場から見た高田敏子氏の、生活と日常に焦点を
当てたお話
　　　　でした。講演途中、会場のスクリーンには久冨氏所有の高田敏子氏の若き日から晩年
までの写
　　　　真が多数紹介され、会場に詰めかけた方たちの眼を奪っていました。
　　　　 　同人誌「野火」を主催して以降の高田氏は、多忙を極めたそうですが、詩を書きた
いという氏の
　　　　熱意が、自身の詩作、ひいては「野火」での息の長い活動に繋がっていったのでしょ
う。久冨氏の
　　　　お話は、分かりやすく、親しみの持てるものでした。講演の進行役は、竹内美智代氏
が担当。
　　　　　会場には、「野火」の同人でいらした諸氏が遠方からも駆けつけ、さながら同窓会
的な雰囲気を
　　　 醸していました。会場には100名近い方々が集いました。、高田敏子氏の人気の高さを
あらためて
　　　 実感した次第です。
　　　　
　　　　　　　（長谷川忍・記）



(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年3月

　　　第３５回　詩のサロン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日　時　　３月１２日（木）　　１８：００～２０：
００（会費５００円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　日本詩人クラブ事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内　容　　３．１１震災詩＆フクシマ被爆詩の鑑賞
（参加者作品含む）

　　　　　　　　　



　　　　　　　　　

　　　　３月は、昨年に続き、東日本大震災をテーマに、参加者から震災詩を募り、各参加者
それぞれ
　　　の震災への思いを「詩」の言葉で朗読してもらいました。朗読の前に、女優の吉永小百
合さんの震
　　　災詩を扱った朗読ＣＤを参加者の皆さんとともに、聴きました。和合亮一、佐藤紫華
子、若松丈太
　　　郎、各氏の詩作品に加え、小学生から高校生まで、学生さんの震災体験詩まで、吉永さ
んの、丁寧
　　　な、抑えた朗読が印象に残りました。
　　　　参加者の詩作品朗読も含め、さまざまな震災詩を「体験」しました。大震災は、原発
事故による被
　　　害とも大きく関わってきます。参加者作品にも、それはたしかな形で反映されていまし
た。

　　　　　（長谷川忍・記）

　　　３月例会

　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　３月１４日（土）　　１４：００～１７：０



０　　会員・会友無料　　一般500円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　東大駒場キャンパス２１ＫＯＭＣＥＥ・レ
クチャーホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京王井の頭線「駒場東大前」下車。東
大正門直進徒歩４分。建物エレヴェーター１ＦよりＢ１へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例会終了後、隣接のＭＭホールで交流
会（懇親会）があります。会費3,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 朗読＆スピーチ　　　　城沢惠子氏（さいたま市）　
ひろせ俊子氏（甲州市）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講　演　　　　『シェイクスピアの魅力と現在』　講
師・東京大学大学院教授　河合祥一郎氏

　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城沢恵子氏（詩の朗読＆スピーチ）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろせ俊子氏（詩の朗読＆スピーチ）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　河合祥一郎氏（講演）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「シェークスピアの魅力と現代」



(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年4月

　　　　第３６回　詩のサロン

　　　　　　　　　　　　　　　　 日　時　　４月９日（木）　　１８：００～２０：００
（会費５００円）

　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　日本詩人クラブ事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　 内　容　　 名詩の鑑賞と朗読）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊賀ふで詩集「アイヌ・母のうた」（麻生
直子編）の鑑賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーアイヌ語と日本語の対訳詩、日本語詩、
他ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲスト　麻生直子氏

　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻生直子氏

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　４月は、麻生直子さんを講師に迎え、アイヌの詩人である伊賀ふでさんの詩集『アイ
ヌ・母（はぽん）



　　　のうた』を中心にお話を伺いました。北海道の自然と共存しようとするアイヌの人々
の、柔らかさと、
　　　謙虚さ、豊かさ、そして厳しさ、それらを伊賀さんの詩作品から垣間見た思いがしまし
た。アイヌ人の
　　　歴史は、彼らが受けた過酷な差別の歴史でもあったようです。麻生さんご自身も北海道
の奥尻島の
　　　ご出身。彼女のお話を聞き、複雑な気持ちを抱いた次第です。
　　　　イランカラプテ。アイヌ語で、「こんにちは」という言葉だそうです。この日、初め
て知りました。伊賀ふ
　　　でさんの、笑顔のお写真と、この言葉が、ゆっくりと重なりました。参加者は20名。盛
況でした。

　　　　　（長谷川忍・記）

　　　三賞贈呈式 ・ 祝賀パーティー

　　　　　　　　　　　　　　　　 日　時　　４月１１日（土）　　１４：００～

　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　東京大学駒場キャンパス　２１KOMCEEレクチ
ャーホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京王井の頭線駒場東大前駅東口下車１
分

　　　　　　　　　　　　　　　　 記念パーティー　　同ホール隣接会場　ＭＭホール　会費
5,000円

　　　　贈呈式次第

　　　　第48回日本詩人クラブ賞

　　　　第25回日本詩人クラブ新人賞

　　　　第15回日本詩人クラブ詩界賞



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　司会　　林　哲也　宮尾壽里子

　　　　１　開会の言葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　川中子義勝理事長

　　　　２　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 細野　豊会長

　　　　３　経過報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 高山利三郎担当理事

　　　　４　選考経過 

　　　　　　第48回日本詩人クラブ賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　齋藤　貢選考委員長

　　　　　　第25回日本詩人クラブ新人賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　竹内美智代選考委員長

　　　　　　第15回日本詩人クラブ詩界賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　武子和幸選考委員長

　　　　５　賞の贈呈

　　　　　　第48回日本詩人クラブ賞　　　　　　詩集『角度』　　　　　　　　　　　　 　
　柴田三吉氏

　　　　　　第25回日本詩人クラブ新人賞　　　詩集『うつつみ』　　　　　　　　　　　　
石下典子氏

　　　　　　第15回日本詩人クラブ詩界賞　　　『パウル・ツェランと石原吉郎』　 　　冨岡
悦子氏

　　　　６　受賞者の紹介　

　　　　　　柴田三吉氏について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　上手　宰氏



　　　　　　石下典子氏について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　山本十四尾氏

　　　　　　冨岡悦子氏について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　神品芳夫氏

　　　　　　－休憩ー（１０分）

　　　　７　受賞詩集から詩作品朗読

　　　　　　詩集『角度』から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　柴田三吉氏

　　　　　　詩集『うつつみ』から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　石下典子氏

　　　　８　花束贈呈

　　　　９　祝電披露

　 　　10　受賞者挨拶

　　　　　　第48回日本詩人クラブ賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　柴田三吉氏

　　　　　　第25回日本詩人クラブ新人賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　石下典子氏

　　　　　　第15回日本詩人クラブ詩界賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　冨岡悦子氏

　 　　11　閉会の言葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　北岡淳子理事

　　 　記念パーティー次第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　司会　　小野　浩　田中裕子

　　　　１　開会の言葉

　　　　　　　　　比留間一成氏

　　　　２　会長挨拶

　　　　　　　　　細野　豊会長

　　　　３　来賓挨拶

　　　　　　　　　日本現代詩人会理事長　北畑光男様

　　　　４　お祝いの言葉Ⅰ

　　　　　　　　　甲田四郎様　　　（柴田三吉氏）

　　　　　　　　　川島　完様　 　　（石下典子氏）

　　　　　　　　　大崎ふみ子様　 （冨岡悦子氏）

　　　　５　乾杯

　　　　　　　　　清水　茂氏

　　　　６　歓談

　　　　７　お祝いの言葉Ⅱ

　　　　　　　　　鈴木比佐雄様　　（柴田三吉氏）

　　　　　　　　　新延　拳様　　　　（石下典子氏）

　　　　　　　　　富田　裕様　　　　（冨岡悦子氏）

　　　　８　歓談

　　　　９　閉会の言葉



　　　　　　　　　中原道夫氏

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　贈呈式司会　林　哲也氏（右）　宮尾壽里子氏(左）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受賞者



　　　　　　　　　　　　　　　　　第48回日本詩人クラブ賞　　　　　柴田三吉氏（中央）
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　第25回日本詩人クラブ新人賞　　石下典子氏（左）

　　　　　　　　　　　　　　　　　第15回日本詩人クラブ詩界賞　　冨岡悦子氏（右）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川中子義勝理事長（開会の言葉）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細野　豊会長（会長挨拶）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山利三郎担当理事（経過報告）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤　貢選考委員長（選考経過）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内美智代選考委員長（選考経過）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武子和幸選考委員長（選考経過）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上手　宰氏（受賞者の紹介）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本十四尾氏（受賞者紹介）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神品芳夫氏（受賞者紹介）



　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田三吉氏（受賞者挨拶）

　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石下典子氏（受賞者挨拶）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨岡悦子氏（受賞者挨拶）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北岡淳子理事（閉会の言葉）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　記念パーティ司会　小野浩氏（左）　田中裕子氏（右）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比留間一成氏（開会の言葉）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　　　　北畑光男　日本現代詩人会理事長（来賓挨拶）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水　茂氏（乾杯）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲田四郎氏（お祝いの言葉）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川島　完氏（お祝いの言葉）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大崎ふみ子氏（お祝いの言葉）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木比佐雄氏（お祝いの言葉）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新延　拳氏（お祝いの言葉）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富田　裕氏（お祝いの言葉）



　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨大会のご案内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋久昭　山梨大会実行委員長（左）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禿　慶子担当理事（中央）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬崎　祐氏（右）

　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中原道夫氏（閉会の言葉）

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念パーティー風景

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念パーティー風景



(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年5月

　　　　　　山梨大会２０１５　ｰ果実とワインの里で詩も熟成するかｰ

　　　　　　　　　　　　　　　　 日　時　　５月９日（土）　　受付　１２時４５分～開会
　１３時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　桜座（芝居小屋・小劇場・ライブハウス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲府市中央１－１－７　電話　055-233-
20319

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JR甲府駅から徒歩約１２分

　　　　　　　　　　　　　　　　 参加費　 会員・会友1,000円　一般1,500円

　　　　　　　　　　　　第１部　　１３時30分～14時50分　　司会　雨宮慶子

　　　　　　　　　　　　開会のことば　　　　日本詩人クラブ山梨大会実行委員長　古屋　
久昭（山梨県詩人会会長）

　　　　　　　　　　　　主催者あいさつ 　　日本詩人クラブ会長　細野　豊

　　　　　　　　　　　　来賓祝辞　　　　　　甲府市長　樋口　雄一

　　　　　　　　　　　　理事長報告・役員紹介　　日本詩人クラブ理事長　川中子義勝

　　　　　　　　　　　　自作詩朗読　　日本詩人クラブ賞 ・ 日本詩人クラブ新人賞　受賞者

　　　　　　　　　　　　対談　「詩をいかに熟成させるか」　　瀬崎　祐（岡山）＆尾世川
正明（千葉）

　　　　　　　　　　　 第２部　　15時05分～16時15分　　司会　青柳和枝



　　　　　　　　　　　　講演　　「山河の詩情」　山梨県立文学館館長　歌人　三枝昴之氏

　　　　　　　　　　　　自作詩朗読　　小野ちとせ（埼玉）　酒井力（長野）　佐藤光江
（静岡）　山崎啓（岐阜）

　　　　　　　　　　　　群読　　石原　武（甲府市出身 ・ 元日本詩人クラブ会長）　詩集よ
り「冬芝居にもうしばらく」「扇状地」

　　　　　　　　　　　　　　　　　「母の村」　群読者／　華原倫子　こまつかん　せきぐ
ちさちえ　まきののぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本詩人クラブ山梨山梨会員・・山梨県
詩人会会員）　〈チェロ ・ 作曲〉山本　護

　　　　　　　　　　　 　第３部　　16時20分～17時00分

　　　　　　　　　　　　甲州弁で語る「甲斐の民話」　　「甲斐の湖」「山の背くらべ」
「運のいい漁師」　　山梨むかしがたりの会主催　藤巻愛子氏

　　　　　　　　　　　　歌　　「私の好きな街」「鬼踊りの歌」「明日に」　　チャイルド
フッドの皆さん

　　　　　　　　　　　　時期大会　紹介　　鹿児島県詩人協会会長　　高岡　修

　　　　　　　　　　　　閉会のことば　　山梨大会副実行委員長　　安藤一宏

　　　　　　　　　　　　 懇親会　　18時00分～20時00分

　　　　　　　　　　　　 会場　　談露館　　　甲府市丸の内1-19-16（市役所東通り）　※
桜座から徒歩4～5分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　055-237-1331

　　　　　　　　　　　　司会　　安藤一宏　名取夏美

　　　　　　　　　　　　オープニング　　甲府囃子　　甲府囃子保存会の皆さん（甲府市指
定無形文化財）



　　　　　　　　　　　　開会のことば　　日本詩人クラブ理事　　禿　慶子

　　　　　　　　　　　　実行委員長あいさつ　　古屋久昭

　　　　　　　　　　　　乾杯　宴会　　元山梨県詩人会会長　　笠井忠文

　　　　　　　　　　　　スピーチ　　県外参加者　遠隔地参加者

　　　　　　　　　　　　閉会のことば　　山梨大会副実行委員長　　こまつかん

　　　　　　　　　　　　二次会　　20時30分～　　甲府ワシントンホテルプラザ１３階　居
酒屋「銀座八丁」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会費　2,000円　　電話　055-232-0305

　　　　　　　　　　　　宿泊　　甲府ワシントンホテルプラザ

　　　　　　　　　　　　　　　　甲府市中央4-3-5　電話　055-232-0410

　　　　　　　　　　　　観光　　５月10日（日）　8時30分～15時00分

　　　　　　　　　　　　コース　　8時30分　ホテル出発⇒　甲府城⇒昇仙峡⇒金桜神社⇒円
右衣文（昇仙峡開拓者）伝承館⇒仙娥滝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昼食（橋本屋）⇒影絵の森美術館⇒甲州夢小路（JR甲
府駅隣接）　　甲府駅着15時00分　解散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※10人以上希望者があった場合は、希望者は⇒県立文
学館 ・ 美術館へ⇒甲府駅着17時0分

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜座

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜座　中央ステージ

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨宮慶子氏（第１部司会）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋久昭 山梨大会実行委員長（開会のこと
ば）



　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細野豊会長（主催者あいさ
つ）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樋口雄一 甲府市長（来賓祝辞）



　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川中子義勝理事長（理事長報告・役員紹
介）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田三吉氏（自作詩朗読・第４８回日本詩人クラ



ブ賞受賞）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　石下典子氏（自作詩朗読・第２５回日本詩人クラブ新
人賞受賞）

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬崎祐氏（右）　尾世川正明氏
(左）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対談　「詩をいかに醸成させる
か」

　　　　　　　　　　　対談テーマは、山梨大会の副題でもある「詩をいかに醸成させる
か」。お二方は、時前に
　　　　　　　　　　シナリオ的なものは作らず、テーマにそって自由に語り合おうと決めら
れたそうです。
　　　　　　　　　　　「醸成」とは、原料やお酒を発酵させてお酒や醤油などを作ること。
転じて、ある状態、ある
　　　　　　　　　　いは気運を作り出すこと。詩作に置き換えるなら、推敲という作業に関
わってきます。言葉を
　　　　　　　　　　綴る上での醸成とは、意図しないような変化が時間とともに生じてく
る。そこを起点に、お二人
　　　　　　　　　　の話は、次第に詩作の上での「時間」というものに移っていきました。
どの次点で、自分の内
　　　　　　　　　　的衝動を出すか。あるいは、出来上がった作品を、どのように自分の中
で醸成させていくの
　　　　　　　　　　か。そこには「時間」というものの醸す質も問われてくるのではない
か。お二方は、それぞれ
　　　　　　　　　　絵もお描きになる（瀬崎氏は水彩画、尾世川氏は油絵）。絵の作画法も
絡めながら、作品が
　　　　　　　　　　深まっていく過程を探っているようでもありました。
　　　　　　　　　　　お二人のテーブルには、山梨産のワインが置かれていました。、ワイ
ンを賞味しつつの、瀟
　　　　　　　　　　洒かつ興味深い対談だったと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜座　桟敷席

　　　　　　　　　　　　桜座は、古い芝居小屋を彷彿させる造りでした。１階の桟敷席は畳
敷きになっており、靴を
　　　　　　　　　　 脱いで来場します。演劇、芝居の他、音楽ライブの公演にも使われてい
るようです。入り口には、
　　　　　　　　　　 ライブのチラシがたくさん置いてありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青柳和枝氏（第２部司会）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三枝昴之氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演　「山河の詩情」



　　　　　　　　　　　　三枝氏は、山梨県立文学館館長で、歌人でもいらっしゃいます。氏
曰く、短歌は「終わり」が
　　　　　　　　　　　予め用意されている。現代詩は、どのように終わるのだろう。これは
歌人にとっての関心ごと
　　　　　　　　　　　のひとつです。そんな話題から、本題に入っていかれました。
　　　　　　　　　　　　歌人としても影響を受けたという山梨県出身の俳人飯田龍太の句を
紹介しながら、山梨県
　　　　　　　　　　　人が、いかに山と関わりがあるかについて、飯田龍太の句を紐解きな
らがら解説をされます。
　　　　　　　　　　　その山河への思いは、やがて歌人斉藤茂吉の山形の自然を歌った短歌
へと繋がっていく。
　　　　　　　　　　　太平洋戦争を挟み、敗戦後の茂吉の傷心を、山形の山河がいかに支え
たか、実際に短歌作
　　　　　　　　　　　を鑑賞しながら、人にとっての精神風土の大切さを問われていまし
た。
　　　　　　　　　　　　三枝氏の語り口には飄々としたユーモアがあり、桟敷席からも時折
笑いがもれてきました。

　　　　　　　　　　　　冒頭で三枝氏の紹介された飯田龍太の句です。

　　　　　　　　　　　　　水澄みて四方（よも）に関ある甲斐の国

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野ちとせ氏（自作詩朗読・埼玉）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井力氏（自作詩朗読・長
野）

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　佐藤光江氏（自作詩朗読・静岡）

　 　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山崎啓氏（自作詩朗読・岐阜）

　　　　　　　　　　　　　　　　

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本護氏（チェロ演奏）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群読

　　　　　　　　　　　　　　 　　左側より　まきののぶ氏・せきぐちさちえ氏・こまつかん
氏・華原倫子氏

　　　　　　　　　　　　　　　　 石原武詩集より「冬芝居にもうしばらく」「扇状地」「母
の村」

　　　　　　　　　　　　甲府市出身、元日本詩人クラブ会長である石原武氏の作品から３作
品を、４氏の群読に
　　　　　　　　　　　よりご披露いただきました。チェロ奏者、山本護氏の演奏をバックに
した語りです。４氏の呼
　　　　　　　　　　　吸が合った、端正な群読でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目黒容子氏（第３部司会）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　藤巻愛子氏（山梨むかしがたりの会主
宰）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲州弁で語る「甲斐の民話」



　　　　　　　　　　　「甲斐の湖」「山の背くらべ」「「運のいい猟師」の３編を、甲州弁
で語ってくださいました。まるで、
　　　　　　　　　　桟敷席にいる一人ひとりに向けて語られているような親近感がありまし
たね。藤巻氏の柔和な面
　　　　　　　　　　持ちのせいもあります。一人芝居をそっと聴いているような、そんな雰
囲気がありました。根底に
　　　　　　　　　　あるのは、日本人としての郷愁感なのでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チャイルドフッドの皆さん
（歌）

　　　　　　　　　　　　チャイルドフットは、男女３人組の若手音楽ユニット。　山梨県で
開催された「国民文化祭２０１３」
　　　　　　　　　　 のイメージソングに選ばれた「私の好きな街」、そして「明日に」「鬼
踊りの歌」の３曲を歌ってください
　　　　　　　　　　 ました。軽快で、リズムを効かせた歌声と演奏でした。演奏終了後、ア
ンコールの声もかかりました。
　　　　　　　　　　 「私の好きな街」の、こんな歌詞が印象に残っています。

　　　　　　　　　　 「あなたはこの街でいちばん好きな場所は どこ？／私は優しい人たちが
いるこの街が好き／だから



　　　　　　　　　　大切にしたい／この場所で過ごす時間」

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高岡修 鹿児島県詩人協会会長（次期大会　紹
介）

　　　　　　　　　　　時期の、国民文化祭、地方大会の開催地である鹿児島より高岡修氏が
駆けつけてください
　　　　　　　　　　ました。「この３分間のために鹿児島よりやってまいりました！」とい
う氏のスピーチに、桟敷席
　　　　　　　　　　から大きな拍手がわきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安藤一宏 山梨大会副実行委員長（閉会の言
葉）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 懇親会オープニング　甲府囃子保存会の皆さんによ
る演奏



　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤一宏氏（左）　名取夏美氏（懇親会
司会）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 禿慶子 地方大会担当理事（開会のことば）



　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 古屋久昭 山梨大会実行委員長（挨拶）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠井忠文 元山梨県詩人協会会長（乾



杯）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 志賀英夫氏（スピーチ・大阪）

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　薬師川虹一氏（スピーチ・京都）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田隶平氏（スピーチ・広島）

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　シャンソン歌手 小倉浩二さんによるステー
ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県詩人会の皆さんによる「武田
節」

　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高岡修 鹿児島県詩人協会会長（一本締
め）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こまつかん 山梨大会副実行委員長（閉会のこ
とば）



　　　　　　　　　　　　懇親会は、会場を談露館に移し、まず甲府囃子保存会の皆さんの力
強い演奏により迎えられ
　　　　　　　　　　　ました。禿慶子地方大会担当理事による開会のことば、、笠井忠文元
山梨県詩人会会長の乾杯
　　　　　　　　　　　の後、懇親会が始まりました。シャンソン歌手小倉浩二さんのステー
ジ、山梨県詩人会の皆さんに
　　　　　　　　　　　よる合唱など、とても和やかな宴となりました。閉会のことばは、こ
まつかん山梨大会副実行委員
　　　　　　　　　　　長。大会、懇親会、ともに盛況でした。

　　　　　　　　　　　　実行委員の皆様のご努力を実感した次第です。

　　　　　　　　　　　　　（長谷川忍・記）

　　　　　　　　　　　　　懇親会風景

　　　 　　

　　



　　　 　　

　　

　　　 　　



　　

　　　 　　

　　



　　　 　　

　　

　　　 　　



　　

　　　 　　

　　



　　　 　　

　　

　　　　　　　　　第３７回　詩のサロン

　　　　　　　　　　　　　　　　 日　時　　５月１４日（木）　　１８：００～２０：００
（会費５００円）

　　　　　　　　　　　　　　　　 会　場　　日本詩人クラブ事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　 内　容　　 名詩の鑑賞と朗読

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「天野英の世界」　テーマ ： 詩が生まれる
とき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲスト　天野英氏



　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天野英氏
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(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年7月

　　新理事長・太田雅孝
 

　　　新会長・武子和幸

新会長・新理事長による特別記念講演へのご参加、ありがとうございました。
内容は、下記の要領で滞りなく、無事終了いたしました。（shots by I. M.)





大使館主導の「インド文学祭」に関して：
派遣（7.11、大使館で）と、来日した代表団を迎える会（7.13、東大駒

場）

 ★インド大使館主催「日印文学祭２０１５」に、プレゼンターを派遣
　７月11日（土）10時～17時
　インド大使館ヴィヴェーカナンド・カルチャー・センター（ＶＣＣ講堂）
　　インド文科省の支援で、インド国立文学アカデミーが組織し、駐日インド大使館主導で行われた「日印文学祭２０１５」
　　に、日本詩人クラブからは、橋浦洋志氏と、文学院前会長シュニル・ゴンゴパッダエ氏を迎えたときに協力していただい

　　た国際啄木学会会長・池田功氏を講師として派遣した。

 ★日本詩人クラブ主催「インド文学最前線─フロントランナーとの対話と交流」
　　７月13日（月）13時半～17時半
　　東大駒塲18号館3F　コラボ３
　　上記がクラブの例会と重なったため、クラブ独自でインドからの代表団６人（文学院会長・事務局長・詩人たち）と大使

　　館からのお二人をお迎えし、日本詩人クラブとしてのトークと交流の会を持った。決まったのが７月１日で、広くご案内

　　できなかったことをお詫びします。内容は以下の通り。

　　　

インド文学最前線─フロント・ランナーとの対話と交流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：　７月13日（月）13:30～17:30
　                                                　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：　東大駒場18号館3F　コラボ３

 プログラム：　13:30～17:30

　　・歓迎の辞　(社）日本詩人クラブ会長・武子和幸　　　　　　　　　　　　　　　　進行⁄紹介　谷口ちかえ
　　・ご挨拶　　駐日インド大使館　ムアンプイ・サイウァイ 一等書記官
　　・ご挨拶　　サヒティヤ・アカデミー秘書　Dr. K・シュリーニワーサ・ラオ
　　　　　　　　　　　　＆インドからの参加者紹介──デリー大学日本文学Prof. U・サッチダナンド
　　・小講演　　橋浦洋志「言葉は思想の寡婦　Words are the Widows of Thought」
　　・Vishwanath Prasad Tiwari, Suresh Rituparna, K. Sreenivasa Rao
　　　　　　　　　　　　　　　　─――――休憩─――――

　　・小講演　　麻生直子「祈りの水先案内人 Torchbearers of Player」
　　・Lalit Magotra(Dogri writer), Hemant Divate (Marathipoet), Unita Sachidanand
　　・詩の朗読　　クラブの先達詩人および他の先達詩人の英詩紹介



����西條八十＆新川和江＆タゴール―谷口、エドマンド・ブランデン―細野 豊、土井晩翠―結城 文、
　　　　 宮沢賢治―森 三沙
　　・閉会の辞　清水茂
�������������������（順番と細部の内容は予告なく、変わることがあります）

　歓迎レセプション：　18:00～20:00　　　　　　　　  司会：北岡淳子＋ウニタ・サッチダナンド

　　　於：ファカルティ・ハウス　セミナー・ルーム

　　　　　冒頭の挨拶　　比留間一成
　　　　　スピーチ　　　サヒティヤ・アカデミー会長　ヴィスワナート・ティワリ
　　　　　 ・スピーチ続き
����� ・自作詩の朗読（基本的に英語で。武西良和・対馬正子・細野豊・硲杏子……他　）
������・合唱「西條八十の詩」ほか──「歌を忘れたかなりや」「さくらさくら」
　　　　　最後の挨拶　　理事長・太田政孝�������

 

インド文学祭画像（大使館で）





右から駐日インド大使ワドワ閣下、サヒティ・アカデミー代表Dr. V. P. ティワリ氏、事務局長Dr.K. スリーニヴァサラオ氏

日本人７人＆インド人６人の発表者たち（－会長）＋ラム参事官（左端）・サイウォイ一等書記官（中央）



(社)日本詩人クラブ例会　2015年９月

三賞受賞記念講演を兼ねた９月例会は無事、終了いたしました。

出席者は、講演会＆朗読 65 名、懇親会 34 名。 ご来場、ありがとうございました。

以下に、当日の写真をアップしました。

 

武子会長の挨拶 朗読１・鵜飼千代子氏 朗読２・鈴木昌子氏 司会
 長尾雅樹氏・川崎芳枝氏

 

 

 
 日本詩人クラブ新人賞
受賞記念小講演
石下典子氏

 日本詩人クラブ詩界賞
受賞記念講演
冨岡悦子氏

閉会の辞 
総務・長谷川忍氏
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(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年10月
 第九期「詩の学校」第一回　 「詩の方法」  

 

　去る10月24日（土）の14時から、日本詩人クラブ神楽坂事務所において、第九期の開校式を兼ねた第一回「詩の
学校」が、37名（一般15名）の参加者を迎えて行われた。新聞記事を見て、申込みをされた方も複数名いて、今後
の運営にはずみをつけるように会場は補助椅子が足りないほどの盛況となった。

　司会の八角実行委員が口火を切り、林「詩の学校」担当理事の紹介があって、校長を兼任する武子日本詩人クラブ
会長が開講の言葉を述べられた後、「私たちはどのような時に詩を感じるか」という、詩に向かおうとする者みんな
を引き付けるタイトルで講演された。
　質疑応答を含めてほぼ定刻に、副校長の太田理事長の締めの言葉で、終始なごやかで有意義な二　時間半は、お開
きとなった。
　これから三月までの残り五回、新顔を加えてますます充実した会となるように願っています。
　みなさまのご参加をお待ちしています。
　 (リスト・ページを参考され、お申込みは「詩の学校」担当・林哲也理事までお願いします)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　林哲也　〒364-0007　北本市東間8-90-65
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Email: te-hayashi0124@nifty.com

 

 

  教室風景１ 教室風景２  

  

 　司会・進行/八角正大 　　　　　　　　担当理事/林哲也 　　　　　　　　校長・第一回講師/武子和幸 　　　　　　　副校長/太田雅孝  
    

「国際交流スペイン」報告（10月10日実施）

日本詩人クラブとセルバンテス文化センターの共催で行われた「国際交流スペイン」は、見ごたえのあるフラメン
コと、熱のこもった朗読の数々も含め、好評のうちに無事終了いたしました。



ほぼ満席となったセルバンテス文化センター地下ホールでも、本会の後で懇親会会場となった同会館７階の「メソ
ン・セルバンテス」でも、みなさまで有意義でホットな時間を分かち合いました。

まずは以下に、当日の写真をアップしてご報告に変えます。

●セレモニー・主講演・朗読●

歓迎の辞および詩朗読
アントニオ・ヒル館長 開会の辞・武子和幸会長   駐日スペイン大使館

公使参事官カルロス・マルドナード 
来賓挨拶

日本現代詩人会・以倉紘平会長 

 

 主講演冒頭スピーチ
ツーショット「Yutaka y Pedro」　

 ペドロ・エンリケス氏による
講演冒頭

 講演中のスクリーン1
若き日のカルシ・ロルカ

講演中のスクリーン２ 
晩年のペピン・ベージョ

 

 会長からプレゼント贈呈 会場風景１ 会場風景　最前列 閉会の辞
太田雅孝理事長 

    

●フラメンコ  （鍵田真由美とアレテ イ ソレラ）●
 



 

鍵田真由美さん   上の画像はサムネイルのサンプルで
す。クリックすると拡大します。 

    

●パーティ風景●
   

●当日のちらし●

http://homepage3.nifty.com/japan-poets-club/international%20exchange/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%82%B3%EF%BC%91.jpg
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(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年11月

 第九期「詩の学校」第二回　 「詩と詩人」清水茂講師  
　去る11月28日（土）の14時～16時40分まで、日本詩人クラブ神楽坂事務所において、第二回「詩の学校」が、クラブ
の前会長・早稲田大学文学部仏文学名誉教授の清水茂氏を講師として行われた。前回に引き続き、大勢の参加者（合計３
１名）を迎え、充実した会となった。

　講演は、夭折の天才少女サビーヌ・シコー（Sabine Sicaud, 1913.2～1928.7）について──６歳で詩作を始め、15歳
で亡くなったサビーヌの詩を、フランス語の原詩と講師による翻訳を共に聞きながら鑑賞した（日本語訳の朗読は小野ち
とせ氏）。
　ヨーロッパの有名詩人に名を連ねているわけではないが、天才と謳われるその作品には、われわれが詩を書くことの源
泉、つまり自分に詩をうながしているものは何かを考えさせるものがある。

 

  

 授業風景１ 授業風景２  

  

 右から、司会・進行/八角正大・担当理事/林哲也
鈴木昌子・倉田武彦各氏

 
 

  



11月例会

去る１１月１４日（土）14:00～17:00、東大駒場18号館ホールで、11月例会が実施されました。参加者は77名。

本年度の日本詩人クラブ賞を受賞された柴田三吉氏の受賞作『角度』にちなんだ講演会「東日本大震災と向き合って」、お
よびこの秋に『リルケ　現代の吟遊詩人』を出版された神品芳夫氏の小講演「現代の吟遊詩人リルケ、感想と朗読」。神品
氏が原文を、庄司進氏が翻訳詩を披露した朗読コラボが好評でした。

恒例の朗読者お二人は、今回は和歌山と青森の遠隔地から参加された武西良和氏と船越素子氏。
いずれのプログラムも好評のうちに、無事、終了いたしました。

♣例会終了後、１８号館４Ｆで、オープンスペースで交流会を行いました。（46名）

武子会長の挨拶 朗読１・武西良治氏 朗読２・船越素子氏 小講演と原詩朗読・神品芳夫氏



 

リルケの翻訳詩朗読・庄司進氏

 
　　　　　　　　 　　コラボの後は……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：　長尾雅
樹氏・川崎芳枝氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　会計からの報告と
お願い：　小野ちとせ氏　　

司会：　長尾氏・川崎氏

　

　 　　　
　　　 講演「東日本大震災と向き合って」　柴田三吉氏　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会の辞・太田雅孝
理事長

２０１５年１１月例会次第





(社)日本詩人クラブ例会・イベント　2015年12月

 第九期「詩の学校」第三回　 「受講生の作品」竹内美智代講師  
　
　大晦日を直前にした12月26日（土）、それでも26名の参加者が集い、充実した作品研究が行われました。
　16作品が配布されましたが、当日の欠席者が２名。それぞれに個性のある作品を「まずはご本人が朗読＆ショー
ト・コメント→参加者がフリーに意見交換→予め読みこんできた担当者がコメント（理事中心）→講師からの講評→ご
本人の感想」の順番で何重にも多面的な意見が交換されました。
　後日、オブザーバーとして出席された今期の「詩の学校」の校長である日本詩人クラブ会長・武子和幸氏から、たい
へん<質の高い>合評会であった、というお言葉をいただきました。
　下記に掲載の集合写真は、手順悪く、閉会の後で撮影されたものです。失礼いたしました。
　次回の第四回「詩の学校」（１月23日）もおおぜいのご参加をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林哲也　〒364-0007　北本市東間8-90-65　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　Email: te-hayashi0124@nifty.com　

 

 

閉会の後で、記念写真
（以下の方たちは残念ながら帰られた後でした。──武子和幸校長・安藤初美・川崎芳枝・倉田武彦・うづきまりこ・

篠田義男・庄司進・原詩夏至・安川登紀子・米田かずみの各氏─なお、谷口ちかえＨＰ担当は撮影）

 

12月例会・忘年会報告

12月５日（土）　午後２時～午後５時　　東大駒場18号館ホール

講演　　　佐川 亜紀　「韓国・昌原（チャンウォン）ＫＣ国際詩文学賞を受賞して─金達鎮（キムダルジン）の
詩精神を学ぶ」

朗読　　　岩井 洋、江口 節、甲斐 知寿子、向井 千代子、内藤 喜美子、三上 透

♣例会後に、忘年会　（17:00～19：00）　於：東大駒場交流ラウンジ（学生食堂３F）

以下に、当日の写真をアップしました。



   

　　　　　　　　武子会長の挨拶 　　　　　　　　　冨岡・例会担当理事 　　　　　　　　　　　朗読１/岩井洋氏（京都市） 　　　　　　　朗
読２/江口節氏（大阪）

     
　　　　　朗読3/甲斐知寿子氏（宮崎）　　　　　朗読４/向井千代子氏（埼玉）　　　　　　朗読５/内藤喜美子氏（平塚市）　　　　　　朗読
６/三上透氏（横須賀市）

講
演
：
　
韓
国
・
昌
原
Ｋ
Ｃ
国
際
詩
文
学
賞
を
受
賞
し
て

佐
川
亜
紀
氏

 
　　　　　　　　　　　　　　　講演・佐川亜紀氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スクリーン指し棒の用意がなく、
失礼しました

　　　　　　　　↑昌原（受賞式）　　　　　　　　　　　　　　金達鎮（キムダルジン）の詩精神を学ぶ（講演副題、昌原での遺影ととも
に）　　　



 

  

↑昌原文化センター（受賞式会場）の展示物 

下の写真は、左より金達鎮の詩朗読・なべくらますみ氏、司会と理事長の閉会の辞、会場風景

  

２０１５年１２月例会ちらし
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